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今月の聖句 

わたしはぶどうの木 

あなたがたはその枝です。 

ヨハネによる福音書 15章 1節 

 

いよいよ三学期も終わりに近づきまし

た。もう直ぐちゅうりっぷ組さんは小学校

という新しい所へ旅立っていきます。た

んぽぽ組さんは年長さんに、ゆり組さん

は年中にそして新しいゆり組さんが入っ

てきます。短い時間ですが、楽しい思い

出を沢山つくって貰いたいと願っていま

す。年間最後の月の聖句は「わたしはぶ

どうの木、あなたがたはその枝です」とい

う有名なみ言葉です。イエスは十字架へ

の道を進むために決心していました。す

べての人を救いたい。そんな神の愛を実

現させるためです。イエスは弟子たちと

別れなければなりません。決別の時が近

くなったけれども、たとえ自分が目の前か

ら見えなくなっても大丈夫であって欲し

いと励まします。その時の励ましの一つ

です。有名な最後の晩餐の時に語った

説教の中の一つの譬えです。わたしたち

はみんなでイエスにつながっている。わ

たしたちだけではありません。独りぼっち

ではなく、イエスもわたしたちに繋がって

くださっている。繋がっている人は豊か

に 実を結ぶとイエスがおっしゃってくだ

さる。心温まるみ言葉です。ぶどうの季

節になれば、枝いっぱいに、ぶどうがなり

ます。そのように、あなたは豊かな実を結 
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ぶとイエスが約束してくださいました。 

ここで一つの不安があります。目に見

えないイエス。目の前には沢山の誘惑や

困難が待っています。そんな時に、いつ

もイエスと繋がっていることができるだろう

か。背を向けて離れてしまうことはないの

か。目に見えない人のことを信じている

なんてバカバカしい。もっと現実に目を

向けろよ。そんな声に対抗して、自分は

イエスを信じ続けるよと言えるのか。一体、

実を結ぶと言っているけれどもそれはど

んなことなんだよ。 

聖書にはよくぶどうの木の事が出てき

ます。イスラエルの人々にとって身近な

植物ですし、譬えとして理解しやすかっ

たのでしょう。神は旧約聖書で、神の民

イスラエルを何度もぶどうにたとえられま

した。甘い実を実らせると期待して植え

たのに、罪と死の力にとらえられ、神様に

はむかい、神の畑であるイスラエルは荒

れ果ててしまった。そのことを悲しみ、お

怒りになる神様の御言葉がたくさん記さ

れています。

（ イ ザヤ書 5

章、エレミヤ書

2 章）神は神の

民イスラエルを

怒り、  悲しむ

み言葉だけを

語っただけで

はなく、イエス

に従って甘い



ぶどうの実を、神の期待にそうような日々

を送るようにと、新しい生き方を、進むべ

き方向を示してくださいました。甘い実を

実らせる。それはどのような状態のことを

言っているのでしょうか。イエスはぶどう

の木の話の後でこのように語っています。

「私があなたがたを愛したように、互いに

愛し合いなさい。」出会っている人を大

切な存在だ、神が愛されている存在だと

互いに思い、愛していくこと。そしてすべ

ての人が誰も排除されることなく、愛し愛

される関係の中で、喜びに溢れて生きる

社会ができるようにと働いていくこと。そ

れが甘いぶどうの実りなのです。しかしそ

んなこと本当にできるのかと思うことが多

いと思います。確かに難しいことです。自

分の努力でできることではありません。イ

エスと繋がっていればそれが可能だと。

だから決してイエスを離れてはいけない

と教えているのです。イエスとの間にある

関係は簡単に切れるものではありません。

「繋がる」と訳されているギリシャ語は、も

ともとは「留まる」という言葉です。この言

葉はとても大切な言葉です。糸一本でイ

エスにつながっているのではありません。

わたしがイエスから離れようと、違う方向

に走っていったら、ピンっと切れてしまう

ようなそんな細い糸でイエスにつながっ

ているのではありません。わたしたちの

中に住んでくださっている。どっしりととど

まってくださいます。絶対に離れないよう

に住んでくださる。そして一緒に愛する

事ができるように支えてくださるのです。

だからいつもわたしたちは困難に出会う

とき、悲しいとき、苦しい時がきても大丈

夫なのです。安心していて良いのです。 

先月もこどもたちが光の子としてこの

社会で生きて欲しい。そして与えられた

光をこの世界に輝かせようと願いました。

幼稚園を離れても、わたしは大丈夫。そ

んな思いをもって新しい世界で挑戦して

貰いたいと願っています。最初にこの言

葉は最期の晩餐の時の説教の一つだと

書きました。最後の晩餐の後、イエスは

捕縛されて十字架にかけられます。人々

は無理解で、救い主なのに自分を救え

ないのかと嘲笑します。しかしこの十字

架はわたしたちのすべての罪を担って帳

消しにするための苦しみでした。その後、

イエスは復活します。復活と言うとすぐに

信じられない。非科学的だと言う人がい

ます。復活＝再生ではありません。本来

は起き上がる。立ち上がるという言葉で

す。倒れてもうダメだと思うような所から立

ち上がらせてくださる。神はわたしたちに

どんな厳しい状況でも立ち上がることが

できる。復活できると希望を与えてくださ

いました。今年は 4 月 5 日が復活日、イ

ースターです。教会のもっとも大切な祝

日です。イエスに繋がっているということ

は、どんなことが起こっても立ち上がるこ

とができる。復活の希望を生きられるとい

うことです。子どもたちもわたしたちも、イ

エスと離れず、希

望をしっかりと心に

刻んで素敵な日々

を送れますように。 

 


